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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エンジンがエンジンカバーで覆われ、該エンジンカバーの後側内部のうち上方空間にス
ロットルボディが連通された船外機の冷却／吸気装置であって、
　前記エンジンカバーの上部に設けられ、該エンジンカバーの内部に空気を案内可能な吸
気用の開口部と、
　前記開口部に連通され、前記エンジンカバーの上側内部に沿って前記エンジンカバーの
上前端部まで延出され、前記上前端部に開口する第１出口を有する第１吸気通路と、
　前記第１出口の下方に略鉛直方向を向いて設けられ、前記第１出口から導出された空気
を前記エンジンカバーの下方に案内可能な隔壁と、
　前記隔壁の後方において前記エンジンカバーの後壁に沿って略鉛直方向に延出され、上
端部の第２出口を前記上方空間に連通可能な第２吸気通路と、
　を備えたことを特徴とする船外機の冷却／吸気装置。
【請求項２】
　前記第２吸気通路は、
　下端部の第２入口が前記エンジンカバーの後壁に隣接する下側内部に連通されたことを
特徴とする請求項１記載の船外機の冷却／吸気装置。
【請求項３】
　前記エンジンカバーの内部において、
　前記隔壁の前方で、かつ前記第１出口の下方に設けられた発電機と、
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　前記発電機の後方で、かつ前記隔壁の鉛直方向下方に設けられた電装部品と、
　を備えたことを特徴とする請求項１記載の船外機の冷却／吸気装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エンジンカバー内にエンジンが設けられ、エンジン（燃焼室）の上流側に備
えたスロットルボディを経て燃焼室に空気を導く船外機の冷却／吸気装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　船外機の冷却／吸気装置のなかには、エンジンカバーの上後部に空気取入口が設けられ
、エンジンカバー内の前上部に電装ボックスが設けられ、電装ボックスの近傍（すなわち
、エンジンカバー内の前上部）にエンジンの吸気口が設けられたものがある。
【０００３】
　この船外機の冷却／吸気装置によれば、空気取入口からエンジンカバー内に空気（外気
）が吸い込まれ、エンジンカバー内に吸い込まれた空気がエンジンカバー内の上空間を経
て電装ボックスに導かれる。
　電装ボックスに導かれた空気は電装ボックス内の電装部品を冷却し、電装部品を冷却し
た空気がエンジンの吸気口を経てスロットルボディに吸い込まれる（例えば、特許文献１
参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４００５１９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１の吸気装置は、空気取入口、電装ボックスやエンジンの吸気口がエ
ンジンカバーの上部に設けられている。
　よって、空気取入口からエンジンカバー内に吸い込まれた空気は、エンジンカバー内の
上空間を経てエンジンの吸気口に吸い込まれる。すなわち、空気取入口から吸い込まれた
空気をエンジンカバー内の全域に亘って循環させることが難しい。
　このため、空気取入口からエンジンカバー内に吸い込まれた空気でエンジンカバー内の
全域、すなわち、エンジンの全体を空気で冷却する工夫が求められる。
【０００６】
　本発明は、エンジンカバー内の全域を効率よく冷却できる船外機の冷却／吸気装置を提
供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１に係る発明は、エンジンがエンジンカバーで覆われ、該エンジンカバーの後側
内部のうち上方空間にスロットルボディが連通された船外機の冷却／吸気装置であって、
前記エンジンカバーの上部に設けられ、該エンジンカバーの内部に空気を案内可能な吸気
用の開口部と、前記開口部に連通され、前記エンジンカバーの上側内部に沿って前記エン
ジンカバーの上前端部まで延出され、前記上前端部に開口する第１出口を有する第１吸気
通路と、前記第１出口の下方に略鉛直方向を向いて設けられ、前記第１出口から導出され
た空気を前記エンジンカバーの下方に案内可能な隔壁と、前記隔壁の後方において前記エ
ンジンカバーの後壁に沿って略鉛直方向に延出され、上端部の第２出口を前記上方空間に
連通可能な第２吸気通路と、を備えたことを特徴とする。
【０００８】
　請求項２は、前記第２吸気通路は、下端部の第２入口が前記エンジンカバーの後壁に隣
接する下側内部に連通されたことを特徴とする。
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【０００９】
　請求項３は、前記エンジンカバーの内部において、前記隔壁の前方で、かつ前記第１出
口の下方に設けられた発電機と、前記発電機の後方で、かつ前記隔壁の鉛直方向下方に設
けられた電装部品と、を備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１に係る発明では、エンジンが駆動することによりスロットルボディからエンジ
ンカバー内の空気を吸い込む。エンジンカバー内の空気をスロットルボディに吸い込むこ
とにより、吸気用の開口部から第１吸気通路に空気（外気）を吸い込む。
　第１吸気通路に吸い込まれた空気が第１出口からエンジンカバーの上前端部側に導出さ
れる。
　上前端部側に導出された空気が隔壁でエンジンカバーの下方に案内される。
　エンジンカバーの下方に案内された空気が、後方の第２吸気通路側に導かれ、第２吸気
通路を経てスロットルボディまで吸引される。
【００１１】
　ここで、第２吸気通路は、エンジンカバーの後壁に沿って略鉛直方向に延出され、第２
出口が上方空間に連通されている。
　また、スロットルボディは、エンジンカバーの後側内部のうち上方空間に連通されてい
る。
　よって、エンジンカバーの下方に案内された空気を、エンジンカバーの後側内部の下方
に導き、後側内部の下方に導いた空気を第２吸気通路を経て上方空間に導くことができる
。
【００１２】
　これにより、吸気用の開口部からエンジンカバー内に吸い込んだ空気を、エンジンカバ
ーの上前端部から下方に案内し、下方まで案内した空気を下方から後側内部の下方を経て
上方空間まで導くことができる。
　すなわち、吸気用の開口部から吸い込んだ空気を、エンジンカバー内の全域に亘って循
環させることで、エンジンカバー内の空気を全域に亘って攪拌させることができる。
　したがって、エンジンカバー内の全域において空気の温度が平均化され、エンジンカバ
ー内のエンジンなどを効率よく冷却することができる。
【００１３】
　さらに、エンジンカバー内のエンジンなどを効率よく冷却することで、スロットルボデ
ィを経て燃焼室に導く吸気温度の上昇を抑制できる。
　このように、燃焼室に導く吸気温度の上昇を抑制することで、エンジンの出力を向上さ
せることができる。
【００１４】
　加えて、エンジン（燃焼室）への吸気を利用してエンジンカバー内に空気を吸い込み、
吸い込んだ空気でエンジンカバー内を効率よく冷却できるので、冷却用のファンを不要に
できる。
　これにより、エンジンカバー内を簡単な構成で冷却することができる。
【００１５】
　請求項２に係る発明では、第２吸気通路の下端部に第２入口を設け、第２入口をエンジ
ンカバーの後壁に隣接する下側内部に連通させた。
　ここで、吸気用の開口部から吸い込んだ空気をエンジンカバー内に導入する第１出口が
エンジンカバーの上前端部の近傍に設けられている。
【００１６】
　よって、第２入口を第１出口の略対角線上に配置できる。
　これにより、吸気用の開口部から吸い込んだ空気を、エンジンカバー内の全域に亘って
良好に循環させ、循環させた空気でエンジンカバー内の全域、すなわちエンジン全体を好
適に冷却することができる。



(4) JP 5584189 B2 2014.9.3

10

20

30

40

50

【００１７】
　請求項３に係る発明では、隔壁の前方で、かつ第１出口の下方に発電機を設けた。
　ここで、第１出口からエンジンカバーの上前端部に導出された空気は、隔壁でエンジン
カバーの下方に案内される。
　よって、第１出口からエンジンカバーの上前端部に導出された空気を発電機に向けて導
くことができる。
　これにより、発電機に向けて導かれた空気で発電機を冷却することができる。
【００１８】
　さらに、発電機の後方で、かつ隔壁の鉛直方向下方に電装部品を設けた。
　ここで、第２吸気通路の第２入口がエンジンカバーの後壁に隣接する下側内部に連通さ
れている。
　よって、発電機を冷却した空気は、第２入口に向けてエンジンカバーの後下方に導かれ
る。これにより、発電機を冷却した空気を電装部品に向けて導くことができ、電装部品に
導かれた空気で電装部品を冷却することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明に係る冷却／吸気装置を備えた船外機を示す側面図である。
【図２】図１の船外機を示す斜視図である。
【図３】図２の３－３線断面図である。
【図４】図１の４－４線断面図である。
【図５】本発明に係る冷却／吸気装置を示す斜視である。
【図６】図５の冷却／吸気装置を示す分解斜視である。
【図７】図１の７－７線断面図である。
【図８】本発明に係る吸気手段でエンジンカバーの外部から吸い込んだ空気をサイレンサ
に導く例を説明する図である。
【図９】本発明に係る吸気手段でサイレンサに導いた空気をエンジンに導く例を説明する
図である。
【図１０】本発明に係る冷却手段でエンジンカバーの外部から空気を吸い込む例を説明す
る図である。
【図１１】本発明に係る冷却手段で発電機を冷却する例を説明する図である。
【図１２】本発明に係る冷却手段でエンジンカバー内を冷却する例を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明を実施するための最良の形態を添付図に基づいて以下に説明する。
【実施例】
【００２１】
　実施例に係る船外機の冷却／吸気装置５０について説明する。
　図１に示すように、船外機１０は、船外機本体１２と、船外機本体１２に設けられて船
体１４（具体的には、船尾１５）に着脱可能な取付手段１６とを備えている。
　取付手段１６は、船外機本体１２を左右方向（水平方向）に揺動可能なスイベル軸１７
と、船外機本体１２を上下方向に揺動可能なチルト軸１８とを備えている。
【００２２】
　船外機本体１２は、取付手段１６に設けられたマウントケース２１と、マウントケース
２１の上部に搭載されたエンジン２３と、エンジン２３を覆うエンジンカバー２４と、エ
ンジン２３のクランク軸２７に同軸上に連結された駆動軸２８と、駆動軸２８を介してエ
ンジン２３（クランク軸２７）の回転が伝達されるギヤ機構２９と、ギヤ機構２９の回転
がプロペラ軸３１を介して伝達されるプロペラ３２とを備えている。
【００２３】
　さらに、船外機本体１２は、エンジンカバー２４の外部３５からエンジン２３に空気を
案内可能で、さらにエンジンカバー２４の内部４０（図３参照）を冷却可能な船外機の冷
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却／吸気装置５０を備えている。
【００２４】
　駆動軸２８は、マウントケース２１の下側に設けられたエクステンションケース３３で
覆われている。
　ギヤ機構２９およびプロペラ軸３１は、エクステンションケース３３の下側に設けられ
たギヤケース３４で覆われている。
【００２５】
　エンジン２３は、エンジン本体を構成するシリンダブロック３６、ヘッドカバー３７、
クランク軸２７、シリンダ３８およびピストン３９などを備え、さらに、エンジン２３の
補機類４１を備えている。
【００２６】
　この船外機１０によれば、エンジン２３を駆動することで、エンジン２３の回転が駆動
軸２８、ギヤ機構２９、プロペラ軸３１を経てプロペラ３２に伝達され、プロペラ３２が
回転して船体１４が滑走する。
【００２７】
　図２に示すように、エンジンカバー２４は、上両側部２４ａに吸気用の吸気開口部２５
が設けられ、上部２４ｂに冷却用の冷却開口部（開口部）２６が設けられている。
　上両側部２４ａの吸気開口部２５のうち、他方の吸気開口部（奥側の吸気開口部）２５
は図５に示す。
　吸気開口部２５および冷却開口部２６については後で詳しく説明する。
【００２８】
　図３、図４に示すように、エンジン２３の補機類４１は、エンジン２３の燃焼室に連通
されたスロットルボディ４２と、スロットルボディ４２の反対側（すなわち、前側）に設
けられた発電機４３と、発電機４３の後下方に設けられた一対の電装部品４４，４５（他
方の電装部品４５は図４参照）とを備えている。
【００２９】
　発電機４３の従動プーリ４７および駆動プーリ４８に駆動ベルト４９が回巻されている
。駆動プーリ４８はクランク軸２７の上端部２７ａに設けられている。
　従動プーリ４７、駆動プーリ４８および駆動ベルト４９の上方がベルトカバー４６で覆
われている。
　ベルトカバー４６は、サイレンサ５７の前端部５７ｄに設けられている。
【００３０】
　ここで、クランク軸２７が回転することにより駆動プーリ４８が回転する。駆動プーリ
４８の回転が駆動ベルト４９を介して従動プーリ４７に伝えられる。従動プーリ４７が回
転することにより発電機４３が駆動する。
【００３１】
　発電機４３は、エンジンカバー２４の内部４０において、エンジン２３の前方に設けら
れている。
　さらに、発電機４３は、隔壁８１の前方で、かつ第１冷却吸気通路６３の第１出口６５
下方に設けられている。
【００３２】
　一方の電装部品４４および他方の電装部品４５は、エンジン２３の左右対称の位置（側
部）２３ａ，２３ｂにそれぞれ設けられている。
　一方の電装部品４４は、エンジンカバー２４の内部４０において、エンジン２３の右前
側部２３ａに設けられている。
　これにより、一方の電装部品４４は、発電機４３の右側後方（後方）で、かつ隔壁８１
の鉛直方向下方に設けられている。
【００３３】
　他方の電装部品４５は、エンジンカバー２４の内部４０において、エンジン２３の左前
側部２３ｂに設けられている。
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　これにより、他方の電装部品４５は、発電機４３の左側後方（後方）で、かつ隔壁８１
の鉛直方向下方に設けられている。
【００３４】
　冷却／吸気装置５０は、エンジンカバー２４の外部３５からエンジン２３に空気を導く
吸気手段５１と、エンジンカバー２４の外部３５からエンジンカバー２４の内部４０に空
気を案内する冷却手段５２とを備えている。
　この冷却／吸気装置５０は、吸気手段５１でエンジン２３の燃焼室に空気を導く機能と
、冷却手段５２でエンジンカバー２４内に空気を導いてエンジンカバー２４内を冷却する
機能とを備えている。
【００３５】
　図５、図６に示すように、吸気手段５１は、エンジンカバー２４の外部からスロットル
ボディ４２（図３参照）に空気を案内する吸気通路５５と、吸気通路５５の途中に設けら
れたサイレンサ５７とを備えている。
【００３６】
　吸気通路５５は、エンジンカバー２４の上両側の吸気開口部２５からエンジンカバー２
４内に吸い込んだ空気をスロットルボディ４２に導入可能な通路である。
　この吸気通路５５は、エンジンカバー２４、エアガイド６１およびリヤダクト６２など
で形成され、矢印で示すように一対の吸気通路部５５Ａ，５５Ｂ（一方の吸気通路部５５
Ａおよび他方の吸気通路部５５Ｂ）の二系統の通路部を備えている。
【００３７】
　ここで、図７に示すように、一方の吸気通路５５Ａおよび他方の吸気通路５５Ｂは、各
々の下流側通路が一体に形成されて下流側吸気通路５５Ｃとなる。
　一方の吸気通路５５Ａおよび他方の吸気通路５５Ｂのうち一体に形成された下流側吸気
通路５５Ｃで、サイレンサ５７およびスロットルボディ４２間が連通されている。
【００３８】
　図５、図６に戻って、一方の吸気通路部５５Ａは、エンジンカバー２４の一方の吸気開
口部２５から導入した空気をサイレンサ５７を経てスロットルボディ４２（図７参照）ま
で案内する通路部である。
　また、他方の吸気通路部５５Ｂは、エンジンカバー２４の他方の吸気開口部２５から導
入した空気をサイレンサ５７を経てスロットルボディ４２まで案内する通路部である。
【００３９】
　エアガイド６１は、図３、図６に示すように、エンジンカバー２４の上部２４ｂの裏面
側に沿って設けられることにより第１冷却吸気通路（第１吸気通路）６３を形成する部材
である。
　第１冷却吸気通路６３については後で詳しく説明する。
【００４０】
　このエアガイド６１は、エンジンカバー２４の上部２４ｂに沿って設けられたガイド底
部６４と、ガイド底部６４の前端部に設けられた第１出口６５と、第１出口６５の後方に
設けられた側壁６６と、側壁６６および第１出口６５間に設けられた第１、第２の案内板
６７，６８とを備えている。
　第１出口６５は、第１冷却吸気通路６３の出口を形成する部位である。
　側壁６６は、第１冷却吸気通路６３の側壁を形成する部位である。
【００４１】
　側壁６６でエンジンカバー２４の上部２４ｂおよびガイド底部６４間の空間を覆うこと
により、エンジンカバー２４およびエアガイド６１の前半部６１ａ間に第１冷却吸気通路
６３が形成されている。
　また、第１冷却吸気通路６３に第１、第２の案内板６７，６８を設けることで、冷却開
口部２６から第１冷却吸気通路６３内に導かれた空気を各案内板６７，６８で第１出口６
５に向けて円滑に案内できる。
【００４２】



(7) JP 5584189 B2 2014.9.3

10

20

30

40

50

　さらに、エアガイド６１は、ガイド底部６４の後端部に設けられた吸気ガイド部７１と
、ガイド底部６４の両側に設けられた複数のガイドプレート７２とを備えている。
　複数のガイドプレート７２は、図５に示すように、上両側の吸気開口部２５に対応する
部位に設けられ、吸気開口部２５から吸い込まれた空気から水を分離する部位である。
【００４３】
　吸気ガイド部７１は、図３、図６に示すように、吸気通路５５の途中に設けられている
。
　この吸気ガイド部７１は、ガイド底部６４の後端部に縦方向に向けて設けられた略矩形
筒状の通路である。
　吸気ガイド部７１は、エンジンカバー２４の後側内部４０ａのうち上方の空間４０ｂに
設けられている。
【００４４】
　上方の空間４０ｂは、ガイド底部６４によりガイド上空間４０ｃとガイド下空間４０ｄ
とに区分けされている。
　以下、ガイド下空間４０ｄを上方空間４０ｄとして説明する。
　すなわち、上方空間４０ｄは、エンジンカバー２４の後側内部４０ａのうち上方に設け
られた空間である。
　吸気ガイド部７１でガイド上空間４０ｃが上方空間４０ｄに連通されている。
　よって、吸気開口部２５からガイド上空間４０ｃに吸い込まれた空気を、吸気ガイド部
７１を経て上方空間４０ｄに下向きに案内することができる。
【００４５】
　エアガイド６１の後半部６１ｂの下方にリヤダクト６２が設けられている。
　リヤダクト６２は、吸気ガイド部７１の下流側で、かつ、エンジンカバー２４の後壁２
４ｃ側に設けられている。
【００４６】
　このリヤダクト６２は、エアガイド６１の後半部６１ｂの下方に設けられて吸気ガイド
部７１に連通する案内口７４と、案内口７４の一方側に設けられた一方のサイドガイド部
７５と、案内口７４の他方側に設けられた他方のサイドガイド部７６と、エンジンカバー
２４の後壁２４ｃに沿って設けられたリヤガイド部７７とを備えている。
【００４７】
　一方のサイドガイド部７５は、図４、図６に示すように、案内口７４からサイレンサ５
７の一方の入口５７ａまで延出され、一方の吸気通路部５５Ａの一部を形成する部位であ
る。
　すなわち、一方の吸気通路部５５Ａの途中にサイレンサ５７が連通されている。
【００４８】
　また、他方のサイドガイド部７６は、案内口７４からサイレンサ５７の他方の入口５７
ｂまで延出され、他方の吸気通路部５５Ｂの一部を形成する部位である。
　すなわち、他方の吸気通路部５５Ｂの途中にサイレンサ５７が連通されている。
　よって、一方の吸気通路部５５Ａおよび他方の吸気通路部５５Ｂの両方の通路部にサイ
レンサ５７が兼用されている。
【００４９】
　サイレンサ５７は、図４、図７に示すように、サイレンサ室（膨張室）５８を備えてい
る。
　サイレンサ５７のサイレンサ室５８は、一方の入口５７ａが一方の吸気通路部５５Ａの
途中に連通され、かつ、他方の入口５７ｂが他方の吸気通路部５５Ｂの途中に連通されて
いる。
　一方の吸気通路部５５Ａの途中および他方の吸気通路部５５Ｂの途中は、エンジンカバ
ー２４の後側内部４０ａのうち上方空間４０ｄに設けられている。
　よって、サイレンサ５７のサイレンサ室５８は、エンジンカバー２４内の上方空間４０
ｄに連通されている。
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　また、サイレンサ５７のサイレンサ室５８は、出口５７ｃが下流側吸気通路５５Ｃを経
てスロットルボディ４２に連通されている。
【００５０】
　よって、一方の吸気通路部５５Ａで案内された空気は、一方の入口５７ａを経てサイレ
ンサ室５８に矢印の如く導かれる。
　また、他方の吸気通路部５５Ｂで案内された空気は、他方の入口５７ｂを経てサイレン
サ室５８に矢印の如く導かれる。
【００５１】
　サイレンサ室５８に導かれた空気は出口５７ｃおよび下流側吸気通路５５Ｃを経てスロ
ットルボディ４２に矢印の如く導かれる。
　サイレンサ５７は、エンジン２３の駆動時に吸気脈動や衝撃波にともなって吸気音が発
生した際に、発生した吸気音を低減する機能を備えている。
【００５２】
　スロットルボディ４２は、下流側の端部がエンジン２３の燃焼室に連通されている。
　また、スロットルボディ４２は、上流側の端部４２ａがサイレンサ５７を経てエンジン
カバー２４内の上方空間４０ｄに連通されている。
【００５３】
　図３に示すように、冷却手段５２は、エンジンカバー２４の上部２４ｂに設けられた冷
却開口部２６と、冷却開口部２６に連通された第１冷却吸気通路（第１吸気通路）６３と
、第１冷却吸気通路６３の下方に設けられた隔壁８１と、エンジンカバー２４の後壁２４
ｃに沿って略鉛直方向に延出された第２冷却吸気通路（第２吸気通路）８３とを備えてい
る。
【００５４】
　冷却開口部２６は、エンジンカバー２４の上部２４ｂのうち、前後方向の略中央で、か
つ幅方向の略中央に設けられ（図２も参照）、第１冷却吸気通路６３の第１入口６９に連
通されている。
【００５５】
　第１冷却吸気通路６３は、冷却開口部２６に第１入口６９が連通され、第１入口６９か
らエンジンカバー２４の上側内部に沿ってエンジンカバー２４の上前端部２４ｄまで延出
され、上前端部２４ｄに第１出口６５が開口されている。
【００５６】
　第１出口６５は、発電機４３の上方で、かつ発電機４３に対して後方に僅かにオフセッ
トされた位置に配置されている。
　さらに、第１出口６５は、一対の電装部品４４，４５（他方の電装部品４５は図４に示
す）の間で、かつ、一対の電装部品４４，４５の上方に配置されている。
【００５７】
　隔壁８１は、図３、図６に示すように、ベルトカバー４６の上面に略鉛直方向を向いた
状態で幅方向に向けて設けられ、第１出口６５の後下方に隣接して配置された板状の仕切
壁である。
　よって、第１出口６５の後下方に隣接した位置において、ガイド底部６４およびベルト
カバー４６間の空間４０ｇが、隔壁８１で発電機４３側の空間４０ｈから仕切られている
（図４も参照）。
　発電機４３側の空間４０ｈは、第１出口６５に対向する空間である。
【００５８】
　よって、第１出口６５から導出された空気（外気）が、空間４０ｇに流入することを隔
壁８１で防ぐことができる。
　これにより、第１出口６５から導出された空気を、隔壁８１でエンジンカバー２４下方
の発電機４３や一対の電装部品４４，４５に向けて案内することができる。
【００５９】
　図３、図５に示すように、エンジンカバー２４の後壁２４ｃに対してリヤダクト６２の
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リヤガイド部７７が前方側に所定間隔をおいて略鉛直方向に延出されることにより、後壁
２４ｃおよびリヤガイド部７７で第２冷却吸気通路８３が形成されている。
【００６０】
　第２冷却吸気通路８３は、エンジンカバー２４の後壁２４ｃに沿って略鉛直方向に延出
され、下端部に第２入口８４が設けられ、上端部に第２出口８５が設けられている。
　この第２冷却吸気通路８３の第２出口８５は、図４に示すように、一方のサイドガイド
部７５の前上面７５ａに対峙され、かつ他方のサイドガイド部７６の前上面７６ａに対峙
されることにより上方空間４０ｄに設けられている。
【００６１】
　ここで、一方のサイドガイド部７５は、一方の吸気通路部５５Ａの途中を構成する部位
である。また、他方のサイドガイド部７６は、他方の吸気通路部５５Ｂの途中を構成する
部位である。
　よって、第２冷却吸気通路８３の第２出口８５は、一方の吸気通路部５５Ａの途中に連
通され、かつ他方の吸気通路部５５Ｂの途中に連通されている。
【００６２】
　よって、第２冷却吸気通路８３の第２出口８５は、一方の吸気通路部５５Ａおよびサイ
レンサ５７を経てスロットルボディ４２（図３参照）に連通されている。
　さらに、第２出口８５は、他方の吸気通路部５５Ｂおよびサイレンサ５７を経てスロッ
トルボディ４２に連通されている。
　換言すれば、図３に示すように、スロットルボディ４２に連通可能な第２出口８５は、
エンジンカバー２４の後側内部４０ａのうち上方空間４０ｄに設けられている。
【００６３】
　また、第２冷却吸気通路８３は、第２入口８４が後壁２４ｃの下部２４ｅに配置されて
いる。
　第２冷却吸気通路８３の第２入口８４は、後壁２４ｃの下部２４ｅに配置されることで
、エンジンカバー２４の下側内部４０ｅのうち、後壁２４ｃに隣接する下後側内部（下側
内部）４０ｆに連通されている。
【００６４】
　すなわち、第２冷却吸気通路８３は、エンジンカバー２４の下後側内部４０ｆをスロッ
トルボディ４２に連通可能な通路である。
　下後側内部４０ｆは、発電機４３や一対の電装部品４４，４５に対して後方の位置で、
かつ下方の位置に配置されている。
【００６５】
　つぎに、冷却／吸気装置５０の吸気手段５１でエンジンカバー２４の外部３５から吸い
込んだ空気をスロットルボディ４２に導く例を図８～図９に基づいて説明する。
　なお、図８～図９において空気の流れ方向を矢印（実線）で示す。
【００６６】
　図８（ａ）に示すように、エンジン２３を駆動することにより、エンジンカバー２４の
一方の吸気開口部２５からエアガイド６１の右側部に向けて空気が矢印ＡＲの如く導かれ
る。
　同時に、エンジンカバー２４の他方の吸気開口部２５からエアガイド６１の左側部に向
けて空気が矢印ＡＬの如く導かれる。
　以下、一方の吸気開口部２５から矢印ＡＲの如く導かれた空気の流れについて詳しく説
明する。
【００６７】
　一方の吸気開口部２５から吸い込まれた空気が、一方のガイドプレート７２…を経てエ
ンジンカバー２４内の一方の吸気通路部５５Ａに導かれる。
　一方の吸気通路部５５Ａに導かれた空気は、吸気ガイド部７１内に向けて矢印ＢＲの如
く下向きに導かれる。
【００６８】
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　図８（ｂ）に示すように、吸気ガイド部７１（図８（ａ）参照）内に導かれた空気が、
案内口７４を経て一方のサイドガイド部７５に向けて横向きに矢印ＣＲの如く導かれる。
　一方のサイドガイド部７５に導かれた空気は、一方のサイドガイド部７５を経てサイレ
ンサ５７の一方の入口５７ａに向けて矢印ＤＲの如く導かれる。
【００６９】
　図９（ａ）に示すように、一方の入口５７ａに向けて導かれた空気は、一方の入口５７
ａを経てサイレンサ５７のサイレンサ室５８に矢印ＥＲの如く導かれる。
【００７０】
　図９（ｂ）に示すように、サイレンサ室５８に導かれた空気は、サイレンサ５７の出口
５７ｃに向けて矢印ＦＲの如く導かれる。
　サイレンサ５７の出口５７ｃまで導かれた空気は、下流側吸気通路５５Ｃからスロット
ルボディ４２に矢印ＧＲの如く導かれ、さらにスロットルボディ４２を経てエンジン２３
の燃焼室に導かれる。
【００７１】
　図８（ａ）に戻って、他方の吸気開口部２５から矢印ＡＬの如く導かれた空気は、一方
の吸気開口部２５から矢印ＡＲの如く導かれた空気と同様に、他方の吸気通路５５Ｂに矢
印ＢＬの如く下向きに導かれる。
　図８（ｂ）～図９（ａ），（ｂ）に示すように、他方の吸気通路５５Ｂに導かれた空気
は、一方の吸気通路５５Ａに導かれた空気と同様に、矢印ＣＬ、矢印ＤＬ、矢印ＥＬ、矢
印ＦＬおよび矢印ＧＬの如くスロットルボディ４２を経てエンジン２３の燃焼室に導かれ
る。
【００７２】
　ここで、エンジン２３の駆動時に吸気脈動や衝撃波にともなって発生した吸気音をサイ
レンサ５７で低減する例を図９に基づいて説明する。
　なお、図９（ｂ）において吸気音の伝達方向を矢印（破線）で示す。
【００７３】
　図９（ｂ）に示すように、エンジン２３の駆動時に吸気脈動や衝撃波にともなって吸気
音が発生する。発生した吸気音は、スロットルボディ４２を経てサイレンサ５７のサイレ
ンサ室５８に向けて矢印Ｈの如く伝えられる。
　ここで、サイレンサ室５８に導かれた空気は膨張して流速が遅くなっている。
　よって、サイレンサ室５８に伝えられた吸気音の音圧が低下し、吸気音が減衰されて低
減する。
【００７４】
　ついで、冷却／吸気装置５０の冷却手段５２でエンジンカバー２４内を冷却する例を図
１０～図１２に基づいて説明する。
　図１０（ａ）に示すように、スロットルボディ４２は、サイレンサ５７のサイレンサ室
５８およびエンジンカバー２４の上方空間４０ｄを介して第２冷却吸気通路８３に連通さ
れている。
【００７５】
　よって、エンジン２３を駆動することにより、スロットルボディ４２から上方空間４０
ｄの空気が吸い込まれる。
　これにより、エンジンカバー２４（内部４０）の空気が、第２冷却吸気通路８３の第２
入口８４から第２冷却吸気通路８３および上方空間４０ｄを経てスロットルボディ４２に
導かれる。
【００７６】
　図１０（ｂ）に示すように、スロットルボディ４２に内部４０の空気を吸い込むことに
より、エンジンカバー２４の冷却開口部２６から第１冷却吸気通路６３の第１入口６９に
矢印Ｉの如く導かれる。
　第１入口６９に導かれた空気は第１冷却吸気通路６３を経て第１出口６５に矢印Ｊの如
く導かれる。
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　第１出口６５に導かれた空気は第１出口６５を通過し、エンジンカバー２４の内部４０
のうち上前端部２４ｄ側の空間に向けて矢印Ｋの如く下向きに導かれる。
【００７７】
　図１１に示すように、内部４０の上前端部２４ｄ側の空間に導かれた空気は、ガイド底
部６４（図１０（ａ）参照）およびベルトカバー４６間の空間４０ｇに導かれることを隔
壁８１で阻止される。
　すなわち、内部４０の上前端部２４ｄ側の空間に導かれた空気は、隔壁８１によって上
前端部２４ｄ側の空間４０ｈに向けて矢印Ｌの如く下方に案内される。
【００７８】
　上前端部２４ｄ側の空間４０ｈには発電機４３が設けられている。
　よって、下方に案内された空気のうち、一部の空気が発電機４３に向けて矢印Ｌの如く
導かれるとともに、残りの空気が一対の電装部品４４，４５に向けて矢印Ｍの如く導かれ
る。
　これにより、発電機４３に向けて矢印Ｌの如く導かれた空気で発電機４３を冷却するこ
とができる。
【００７９】
　図１２（ａ），（ｂ）に示すように、発電機４３の後方で、かつ隔壁８１の鉛直方向下
方に一対の電装部品４４，４５が設けられている。
　また、第２冷却吸気通路８３の第２入口８４が、第１出口６５の略対角線上に配置され
ている。さらに、第２入口８４が、エンジンカバー２４の後壁２４ｃ（具体的には、下部
２４ｅ）に隣接する下後側内部４０ｆに連通されている。
【００８０】
　よって、発電機４３を冷却した空気や、一対の電装部品４４，４５に向けて案内された
空気を電装部品４４，４５まで矢印Ｎの如く確実に導くことができる。
　これにより、一対の電装部品４４，４５まで導かれた空気で一対の電装部品４４，４５
を冷却することができる。
【００８１】
　一対の電装部品４４，４５を冷却した空気は、下後側内部４０ｆに向けて矢印Ｏの如く
導かれる。
　下後側内部４０ｆに導かれた空気は、第２入口８４を経て第２冷却吸気通路８３に矢印
Ｐの如く導かれる。
　第２冷却吸気通路８３に導かれた空気は、第２冷却吸気通路８３の第２出口８５を経て
上方空間４０ｄに矢印Ｑの如く導かれる。
【００８２】
　ここで、上方空間４０ｄには、一方の吸気通路部５５Ａの途中および他方の吸気通路部
５５Ｂの途中が設けられている。
　よって、第２出口８５から上方空間４０ｄに導かれた空気は、一対の吸気通路部５５Ａ
，５５Ｂから導かれた空気とともにサイレンサ５７のサイレンサ室５８に矢印Ｒの如く導
かれる。
　サイレンサ室５８に導かれた空気は、サイレンサ室５８の出口５７ｃおよび下流側吸気
通路５５Ｃを経てスロットルボディ４２に矢印Ｓの如く導かれる。
【００８３】
　以上説明したように、第１出口６５からエンジンカバー２４内に吸い込んだ空気を、エ
ンジンカバー２４の上前端部２４ｄから下方（前側の下方）に案内し、前側の下方に案内
した空気を下後側内部４０ｆに導くことができる。
　さらに、下後側内部４０ｆに導いた空気を第２冷却吸気通路８３を経て上方空間４０ｄ
に導くことができる。
【００８４】
　よって、第１出口６５から吸い込んだ空気を、エンジンカバー２４内の全域に亘って循
環させることで、エンジンカバー２４内の空気を全域に亘って攪拌させることができる。
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　これにより、エンジンカバー２４内の全域において空気の温度が平均化され、エンジン
カバー２４内のエンジン２３などを効率よく冷却することができる。
【００８５】
　さらに、エンジンカバー２４内のエンジン２３などを効率よく冷却することで、スロッ
トルボディ４２を経て燃焼室に導く吸気温度の上昇を抑制できる。
　このように、燃焼室に導く吸気温度の上昇を抑制することで、エンジン２３の出力を向
上させることができる。
【００８６】
　加えて、エンジン２３（燃焼室）への吸気を利用してエンジンカバー２４内に空気を吸
い込み、吸い込んだ空気でエンジンカバー２４内を効率よく冷却できるので、冷却用のフ
ァンを不要にできる。
　これにより、エンジンカバー２４内を簡単な構成で冷却することができる。
【００８７】
　なお、本発明に係る船外機の冷却／吸気装置は、前述した実施例に限定されるものでは
なく適宜変更、改良などが可能である。
　例えば、前記実施例で示した船外機１０、エンジン２３、エンジンカバー２４、冷却開
口部２６、スロットルボディ４２、発電機４３、一対の電装部品４４，４５、船外機の冷
却／吸気装置５０、第１冷却吸気通路６３、第１出口６５、隔壁８１、第２冷却吸気通路
８３、第２入口８４および第２出口８５などの形状や構成は例示したものに限定するもの
ではなく適宜変更が可能である。
【産業上の利用可能性】
【００８８】
　本発明は、エンジンカバー内にエンジンが設けられ、エンジンの燃焼室にスロットルボ
ディを経て空気を導くように構成された船外機の冷却／吸気装置への適用に好適である。
【符号の説明】
【００８９】
　１０…船外機、２３…エンジン、２４…エンジンカバー、２４ｂ…エンジンカバーの上
部、２４ｃ…エンジンカバーの後壁、２４ｄ…エンジンカバーの上前端部、２６…冷却開
口部（開口部）、４０…エンジンカバーの内部、４０ａ…エンジンカバーの後側内部、４
０ｄ…上方空間（ガイド下空間）、４０ｆ…下後側内部（下側内部）、４２…スロットル
ボディ、４３…発電機、４４，４５…一対の電装部品（電装部品）、５０…船外機の冷却
／吸気装置、６３…第１冷却吸気通路（第１吸気通路）、６５…第１出口、８１…隔壁、
８３…第２冷却吸気通路（第２吸気通路）、８４…第２入口、８５…第２出口。
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